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嬰的

2-tドロキシー4ー（オク和けキク）ベンゾ7.I}ン について， Salmonella typhimurium TA98, TAlOO, 

TA1535, TA1537及び EscherichiacoLi WP2 uvrA―の 5菌株を指標とする復帰突然変異

試験を実施した．

予備試験を 5000, 2500, 1250, 625. 313, 156, 78. 1. 39. 1 μ g/1レートの濃度で実施し

たところ， S 9 Mix非共存下及び共存下のいずれにおいても，すべての菌株で抗菌性

は認められなかった．従って，本試験では 5000μ, g/1レートを最高濃度に 2500, 1250, 625, 

313 11 g/1レートの 5濃度を設定した．本試験を実施した結果被験物質により誘発された復

帰変異コロニー数は，いずれのテスト菌株においても陰性対照値の 2倍以上を示さなかっ

た．

以上の結果から， 2ーヒドロキクー4ー（オクチ）レオキシ）ベンゾ7.rlンの変異原性は陰性と結論した．

7
 

T 



材 料及び方法

1.試験物質

1. 1被験物質

Lot No. 

より提供された2-tドロキシー4ー（オクチルオキシ）ペンゾ7ェ）ン（

純度99％以上）を使用した．被験物質は，融点45~50℃の淡黄（白）

色粉末であり，水，熟，光等に安定である．また， n-ヘキサンおよびベンゼンに可溶で，

水には不溶である．なお，本ロットについては実験開始前及び実験終了後に被験物質製

造者が分析したデータを入手し．安定であることの確認を行った．

化学名： 2-tド0キ1-4ー（オクチ｝レオキシ）ベンゾ7ェ｝ン
化学式： CぃH26比
構造式：

OH 

@~-@-oc出I 1 

分子量： 326.44
CAS No. : 1843-05-6 

1. 2対照物質

陰性対照物質及び陽性対照物質として下記のものを用いた．

使用目的 対照物質名 略称 入手先 0ット番号 純度（％）

陰性対照 ジ｝チルス）はキシド DMSO 関東化学株式会社 603E2089 99. 7 

陽性対照 2-(2-7リル）ー3-(5ーこ卜a-2- AF-2 和光純薬工業株式会社 PTQ1296 98. 0 
7リル）7クリル7ミド
7ゾ化ナトリウL NaN3 和光純薬工業株式会社 KWE6685 96. 5 
N-1チ）レーN' —こ卜 □-Nーニト n1 ENNG Sigma Chemical Company 56F-3651 99. 0 
グ7.:.ダン
9-7ミJ了クリジン 9-AA Sigma Chemical Company 80F-0186 99 
2ー了ミ｝了ントうセン 2-AA 和光純薬工業株式会社 TWH2355 95.0 

2. テスト菌株

2. 1テスト菌株I.2) 

より 1983年 5月27日に入手した SalmoneLLa 

typhimuri皿1TA98, TAlOO, TA1535, TA1537及び

り 1985年10月l4日に入手した Escherichiacoli WP2 uvrA―の 5閑株を用いた．

これらの困株の遺伝的特性は次表のとおりである．

よ
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付帯突然変異
南 株 変異遺伝子 突然変異型

修復 膜 R因子

TA98 his D uvrB rfa pKM 101 フレームシフト
TAlOO his G uvrB rfa pKM 101 塩甚対置換
TA1535 his G uvrB rfa 塩基対置換
TA1537 his C uvrB rfa フレームシフト
WP2 uvrA― tゅ E uvrA + 塩基対置換

2.2特性検査

各テスト菌株についてアミノ酸要求性，紫外線感受性，膜変異，薬剤耐性などの遺伝

的特徴をロット毎に事前に調べ， これらの特性を備えた菌株を用いた．

2. 3保存方法

液体完全培地により 37℃で 8時間振盪培養した 4叫の各菌懸濁液に 0.35叫の割合

で DMSOを加えて， ドライアイス・アセトン中で急速凍結後，超低温槽で一80℃以下に

凍結保存した

3. 培地

3. 1液体完全培地

ニュートリエントプロス (OxoidNutrient Broth No. 2 ; Unipath社， 0ット番号

067 54134) 25 gを l¢の精製水に溶解し，オートクレープ (121℃,15分間）で

滅菌した．本培地は各テスト菌株の増菌用培地として用いた．

3. 2最少グルコース寒天平板培地

クリメディアAM-N培地（日清製粉株式会社， ロット番号 AN500JJ)を購入し，使用

した．本培地は復帰変異菌の検出に用いた．

3. 3 トップアガー

アミノ酸水溶液として，精製水を用いて D—ビオチン， L- ヒスチジン及び L—トリプ

トファンの 0.5 mM混合水溶液を調製し， これをマイクロフィルター（孔径 0.45μm) 

でろ過滅閑後，冷蔵庫に保管した．

精製水 100叫に対して，粉末寒天 (Bacto-Agar ; Difeo社， 0ット番号 26979,

37430AJA) 0. 6 g,塩化ナトリウム0.5 gの割合で加え，オートクレープで滅菌し完全

に溶解させる．その後，上記のアミノ酸水溶液を 1/10量加えて混和し，約 45℃に保

温した．本培地は菌懸濁液，被験物質溶液及びS9 Mixと混合後，最少グルコース寒天
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平板培地に重層するために用いた．

4. S 9 Mix 

4. 1 S 9 

購入した S9 （キッコーマン株式会社； 1994年10月 6日製造， Dット番号 RAA-316)

を使用した．この sgは， 7週齢の雄の SD系ラットにフェノバルビタールを

30mg/kgで 1回 60mg/kgで 3回 24時間間隔で腹腔内投与し， 5,6-ベンゾフラボン

80mg/kgをフェノバルビタールの第 3回投与時に 1回併用投与して作製した肝ホモジ

ネートの9000Xg遠心上清分画である． S 9は一80℃以下で保存した．

4. 2 S 9 Mix 

S 9Mix 1叫あたり以下の組成で調製し，使用時まで氷中に保存した．

S 9 
塩化マグネシウム六水塩
塩化カリウム
Dーグルコース 6ーリン酸
/3-NADPH 
/3-NADH 
ナトリウムーリン酸緩衝液(pH7.4) 
滅菌精製水
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5. 試験方法 3)

5. 1被験物質溶液及び陽性対照物質溶液の調製

被験物質を所定濃度で DMSOに溶解し， これを同じ溶媒を用いて希釈し，各濃度の被

験物質溶液を調製した．

陽性対照物質の Na化は，注射用水（株式会社大塚製薬工場）に，その他は DMSOに

溶解した．

5. 2被験物質濃度

予備試験を 5000, 2500, 1250, 625, 313, 156, 78. l, 39. 1 μ g/1レートの濃度で実施し

たところ， S 9 Mix非共存下及び共存下のいずれにおいても，すべての菌株で抗菌性は

認められなかった．従って，本試験では 500011g/1レートを最高濃度に 2500, 1250, 625, 

313 μ g/1レートの 5濃度を設定した．

5. 3被験物質溶液の濃度確認

本試験 l回目に用いた最高及び最低濃度の被験物質溶液について濃度分析を実施し，

いずれも所定濃度の100土 5％以内であることを確認した (12頁，補足資料参照）．
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5.4復帰突然変異試験

試験はプレインキュベーション法で実施した．

凍結保存された各種の菌懸濁液201.1 Rを液体完全培地10戒に接種し， 37℃で 8時間振

盪培養した．菌懸濁液は薗濃度を測定した後，試験に使用した．滅菌した試験管に被験

物質溶液 0.1戒を分注し， S 9 Mix 0. 5戒と菌懸濁液 0.1戒を加え， 37℃で 20分

間振盪し，プレインキュベーションを行った． S 9 Mixを共存させない場合には，

S 9 Mixの代わりに 0.lMナトリウムーリン酸緩衝液(pH7.4) 0.5叫を加えた．プレ

インキュベーション後， トップアガー 2叫を上記の試験管に加えて混和し，最少グルコ

ース寒天平板培地に重層した．重層したトップアガーが凝固した後， 37℃で48時間培養

し，復帰変異コロニー数を数えた計測は陰性対照及び被験物質は目視，陽性対照は自

動コロニーカウンターで行った同時に実体額微鏡を用いてバックグランドの菌の生育

を観察し，被験物質の抗菌性の有無を調べた．予備試験は各濃度あたり 1枚のプレート

を使用した．本試験は各濃度あたり 3枚のプレートを用い， 2回実施した．

5.5試験結果の判定基準

被験物質処理プレートにおける復帰変異コロニー数（平均値）が陰性対照値の 2倍以

上を示し，明確な用量相関性及び再現性が認められる場合に陽性と判定する．

糸吉身さ入乏び糸吉言命

結果を別表 l~3及び図 l~10に示す．

本試験 1回目及び 2回目における被験物質により誘発されたテスト菌株の復帰変異コ

ロニー数は， S 9 Mix非共存下及び共存下のいずれにおいても，陰性（溶媒）対照値の

2倍以上を示さなかった．

S 9 Mix非共存下及び共存下の 62511 g/1レート以上の濃度で，沈殿物が認められた．

以上の結果から， 2-tド0キ:J-4ー（オクチ｝レオ抄）ペンゾ7ェ）ンの変異原性は陰性と結論した．
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ネ甫早賓未斗

本試験 1回目に調製した最高及び最低濃度の被験物質溶液を分析した．その結果を下

表に示す．

単位： mg/ml

設定濃度 50 3. 13 

分析結果 51. 9 3. 23 
51. 7 3. 19 

MEAN 51. 8 (104) 3. 21 (103) 

かっこ内は設定濃度に対する割合（％）を示す．
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別表 l

被験物質の名 称

予備試験結果表

2 -t卜」ロキクー 4ー（オクチ］レオキシ）へ今'j‘}'71 Iン

被濃験物度質 復帰変異数（］ロニー数／ 7゚レート）
S9Mix 塩 基 対 置 換 型 フレームシフト型

(μ g / 7 °レート） TA 100 TA1535 WP2 uvrA TA98 TA1537 

溶媒対照
92 

f ±9 2 ~ 
8 

{ ± 

16 24 
~ ± 2 4 ~ 

l 0 
85 { ±1 6 5 t ± 1 0 ~ 

3 9. 
76 

~ ± 7 6 ~ 
1 0 

｛土 lO S 

24 l 3 5 
1 { ±2 4 ~ ~ ± 13 ~ { i 5 5 

7 8. 
76 l 0 l 8 1 6 7 

1 ~ ± 7 6 ~ { ±l O ~ ~ ! l 8 ~ { ±l 6) { t 7 5 

78 1 3 20 29 6 
1 5 6 { ±785 { ±l 3) { ±20~ ~ ± 2 9 5 { t 6 5 

3 l 3 
69 

{ t 69} 

， 
{ t 9 j 

1 9 
{ ±l 9 ~ 

1 8 
{ ±l 8 ~ 

3 

{ t 3) 

6 2 5 67 C { t 67 } 3 C { ± 
3 ~ 12 C ~ ± l 2 ~ l 9 C ~ ± 1 9 ~ 4 C 

{ t 4 5 

77 C 
9 C { ± 

17 C 19 C 6 C 
-1 2 5 0 { ±77~ 9) { ±1 7) { ±l 9) (± 6) 

57 C 
2 C { ± 

14 C 21 C 4 C 
2 5 0 0 { ±5 7 5 2 ~ { ±1 4) { ±2 l 5 { ± 4 ~ 

5 1 C 
9 C { ± 

20 C l 4 C 4 C 
5 0 0 0 { ±5 l S 9 ~ { ±20~ { ±l 4 ~ { ± 4 ~ 

73 ， 35 24 l l 
溶媒対照 ~ ± 7 3 5 { ± 9 5 ~ ± 3 5 5 ~± 24~ { ±1 l 5 

3 g. 
94 

{ ±945 
1 3 

{ ±l 3 ~ 
27 

{ ±275 
24 

~± 245 
7 

1 
{ t 7 5 

8 l 
{ ±8 l 5 

7 

{ ± 7 ~ 
27 

~ ± 2 7 ~ 
32 

{ ±32~ 

， 
{ ± 9 5 

7 8. l 

8 l 1 0 
{ ±1 0 ~ 

3 l 
{ ±3 1) 

28 
~ ± 2 8 5 

l l 
{ ±1 1) 1 5 6 ~ ± 8 1 ~ 

72 1 6 22 23 
~ ± 2 3 5 

l 0 
＋ 3 1 3 ~± 72) (± 1 6 ~ ~ ± 2 2 5 t ±1 0 ~ 

86 C 
9 C { ± 

18 C 32 C 12 C 
6 2 5 ~ ± 8 6 ~ 9 5 { ±1 8 5 (± 325 ~ ± 1 2 ~ 

83 C ~ ± 8 3 5 11 C ~ ± 1 l ~ 23 C 26 C 16 C 
1 2 5 0 { ±235 ~ ± 2 6 5 { ±l 6 ~ 

7 0 C 
7 C ~ ± 

28 C 28 C 9 C 
2 5 0 0 { ±7 0 ~ 7 5 { ±285 ~ ± 2 8 5 { t 9 ~ 

7 l C 
9 C ｛ ！ 9 ~ 26 C (± 2 6 5 30 C { t 30} 

l O C 
5 0 0 0 ~ ± 7 l ~ ~ ± l O ~ 

陽性対 照

(μ 117゚ 匠卜）

J ｝ --数v 
7 ート ｛ ｝ f ｝ ｛ ｝ ｛ ｝ ｛ ｝ 

陽性対照

＋ (μ 濃g/ 70度レート）

J ！ —— 数レ
7 ート ｛ ｝ ｛ ｝ ｛ ｝ ｛ ｝ ｛ ｝ 

（備考 ） C :沈殿物か認められた， （ 平均値）

(No. 4L428) 
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別表 2

試験結果表（本試験 1)

被験物質の名称 2-tトキ 0キツー 4ー（オクチルオキク）へ合 7̀J...7 1 Jン (No. 4L428) 

被験物質 復帰変異数(Ja::.. —数／ 7 ° vート）

S9Mix 濃 度 塩 基 対 置 換 型 フレームシフト型

(μg/70レート） TAlOO TA1535 WP2 uvrA TA98 TA1537 

85 ， 32 l 6 4 
溶媒対 照 81 （ 83) 1 1 （ 1 l) l 7 （ 27) 20 （ 1 8) 7 （ 5) 

82 (± 2) 1 2 (± 2) 32 (± 9) l 7 (± 2) 4 (± 2) 

90 ， l 9 1 9 2 
3 1 3 80 （ 80) ， （ 9) 23 （ 23) 22 （ l 7) 4 （ 5) 

70 C ± I O) 8 (± l) 27 (± 4) l 0 (± 6) 8 (± 3) 

67 C 8 C 28 C 17 C 10 C 
6 2 5 88 C( 74) 8 cc 8) 31 C ( 29) 17 cc l 8) 7 C( 7) 

67 C(±1 2) 7 C(± 1) 29 C(± 2) 1 9 CC± 1) 5 C (± 3) 

87 C 9 C 18 C 24 C 4 C 
l 2 5 0 82 C( 83) 12 C( l O) 31 C ( 24) 1 7 C ( 20) 5 C( 4) 

79 C(± 4) 1 0 C (土 2) 23 C(± 7) 18 cc± 4) 4 CC± l) 

82 C 10 C 34 C 19 C 5 C 
2 5 0 0 81 C ( 81) 12 C( l l) 24 C( 24) 1 8 C ( l 9) 4 cc 4) 

80 C(± 1) 10 cc± 1) 14 C (±1 0) 20 cc± l) 3 C(± 1) 

91 C 5 C 22 C l 4 C 4 C 
5 0 0 0 72 C( 83) 4 C( 5) 32 C( 24) 14 cc 13) 2 C( 3) 

87 C(±1 0) 5 C(± 1) 19 C(± 7) 12 C(± 1) 4 C (± 1) 

73 6 24 29 7 
溶媒 対 照 89 （ 86) 3 （ 6) 1 9 （ 23) 29 （ 29) 14 （ l O) 

95 (± l 1) 8 (i 3) 27 (± 4) 30 (± l) l 0 （土 4) 

85 6 26 23 7 
3 1 3 87 （ 88) ， （ 9) 29 （ 25) 30 （ 3 l) ， （ 1 1) 

92 (± 4) 1 1 (± 3) 20 (t 5) 39 (± 8) 18 (± 6) 

83 C 8 C 30 C 27 C 7 C 
＋ 6 2 5 66 C( 68) 13 cc 1 0) 18 C( 22) 30 cc 29) 8 C( 8) 

54 C(± l 5) 8 C(± 3) 19 cc± 7) 29 C(± 2) 8 cc土 I) 

100 C 8 C 36 C 27 C 6 C 
1 2 5 0 122 C( 99) 11 C ( 10) 25 cc 2 9) 22 C( 27) 8 cc 8) 

75 C(±24) 12 C(± 2) 27 C(士 6) 31 C(± 5) 11 C (± 3) 

90 C 4 C 28 C 26 C 8 C 
2 5 0 0 82 C( 84) 7 C( 7) 3 l C ( 29) 26 C( 27) 12 C( l O) 

80 cc± 5) 9 C(± 3) 29 C(± 2) 29 C(± 2) 1 1 C (± 2) 

103 C 12 C 3 5 C 4 3 C 12 C 
5 0 0 0 88 C( 86) 10 C( 1 1) 32 C( 3 0) 24 C( 32) 13 C( l 3) 

68 C(± 18) 10 C(± l) 24 C (± 6) 30 C(± 10) 14 C (± 1) 

賜性 対 照 AF-2 NaN3 ENNG AF-2 9-AA 

濃 度
(μg/7°vート） 0. 0 l o. 5 2 O. l 80 

Jロニー数 385 283 3 0 l 406 876 
/ 7 ° vート 4 l 2 (4 l O) 331 (3 l 4) 308 (335) 486 (454) 836 (8 5 1) 

433 C ± 2 4) 327 (± 2 7) 397 (±54) 470 (±42) 842 (±2 2) 

陽性 対 照 2-AA 2-AA 2-AA 2-AA 2-AA 

濃度
＋ (μg/'゚ レート） 1 2 l 0 o. 5 2 

Jロニー数 5 5 9 356 897 31 2 1 5 9 
I 7 °レート 625 (572) 284 (3 0 3) 897 C 8 8 8) 355 (3 16) 1 5 2 (1 6 3) 

532 (± 48) 269 (± 4 7) 869 (±16) 280 (±38) 1 7 7 (± l 3) 

（備考） C：沈殿物が認められた． （ 平均値）
（ 土 標 準偏差）

AF-2 : 2-(2-7リlv)-3-(5ーニトロー 2-7 1) Iv)了クリIv7ミト*, NaN3 : 了ク會ィヒナトリりム，

ENNG : N-1 f 1v-N'-:.. トロー N—こトロ ‘)7. 7:..、1・1, 9-AA : 9ー了ミ） 7 9リッず、ノ， 2-AA : 2-7ミ／ 7ントうセ‘ノ
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別表 3

試験結果 表 （ 本 試 験 2)

被験物質の名称 2 -t卜中 0キ：J-4 -（オクチルオキツ）へ 9 、J'J’7ェJ'J (No. 4L428) 

被験物 質 復帰変異数(Jnニー数／ 7゚レート）

S9Mix 濃 度 塩 華 対 置 換 型 フレームシフト型

(μg/70レート） TAlOO TAl535 WP2 uvrA TA98 TA1537 

80 6 18 l 2 ， 
溶媒 対照 9 l （ 83) 6 （ 7) 24 （ 2 l) l 8 （ l 4) ， （ 7) 

79 (± 7) 8 (! 1) 2 l (± 3) l 3 (± 3) 4 (± 3) 

88 l 1 32 l 3 7 
3 1 3 83 （ 8 1) 5 （ 9) 27 （ 2 9) 1 5 （ l 4) 5 （ 5) 

7 1 (± 9) 1 2 (± 4) 28 (± 3) 1 4 (± 1) 2 (± 3) 

76 C 4 C 26 C 10 C 3 C 
6 2 5 81 CC 78) 7 C( 8) 20 C( 1 9) 15 C( 15) 6 C( 5) 

76 C(± 3) 1 2 C (± 4) 12 C(± 7) 20 CC± 5) 6 C(± 2) 

94 C 9 C 24 C 19 C 8 C 
1 2 5 0 97 C( g 9) 11 C ( 9) 25 C( 24) 1 8 C ( 20) 7 C( 7) 

107 C(± 7) 6 C(± 3) 22 C(± 2) 22 C(± 2) 6 C(± l) 

98 C 10 C 33 C 21 C 6 C 
2 5 0 0 93 C( 93) 11 C ( 9) 35 cc 34) 21 C( 2 l) 7 C( 8) 

87 C(± 6) 6 C(± 3) 34 C(± 1) 20 C(± I) 10 cc± 2) 

87 C 12 C 26 C 21 C 1 C 
5 0 0 0 80 C( 84) 5 C( 8) 23 C( 26) 20 C( 18) 7 C( 5) 

84 C(± 4) 7 C(± 4) 29 C(± 3) l 3 C (± 4) 2 C(± 3) 

97 1 3 22 34 l 5 
溶媒対照 80 （ 90) 7 （ l O) 3 1 （ 25) 27 （ 30) l 4 （ l 2) 

92 (± 9) l 0 (± 3) 22 (± 5) 30 (± 4) 8 (± 4) 

88 7 30 29 14 
3 1 3 94 （ 92) 1 1 （ 8) 30 （ 27) 28 （ 30) 14 （ 14) 

95 (± 4) 5 (± 3) 22 (± 5) 32 (± 2) 13 (± l) 

83 C 5 C 31 C 27 C 10 C 
6 2 5 84 C ( 78) 6 C( 6) 37 cc 32) 26 cc 29) 1 1 C ( l 3) 

66 C(± 10) 6 C(± 1) 27 C(± 5) 33 C(± 4) 19 cc± 5) 
＋ 

123 C 13 C 43 C 35 C 13 C 
1 2 5 0 85 C(103) 6 C( l O) 31 C ( 35) 32 cc 32) 13 CC 1 2) 

101 C(± 19) 11 C (± 4) 31 C(± 7) 30 C(± 3) 9 C(± 2) 

98 C 12 C 36 C 37 C 5 C 
2 5 0 0 89 C( 99) 5 C( 9) 25 cc 30) 28 cc 31) 1 1 C ( 9) 

1 1 0 C (± 1 1) 9 C(± 4) 28 C(± 6) 29 C(± 5) 1 1 C (± 3) 

98 C 9 C 32 C 30 C 12 C 
5 0 0 0 107 C(100) 9 C ( 9) 30 C( 29) 21 cc 3 l) 9 C( 1 0) 

96 C(± 6) 8 C(± l) 25 C(± 4) 41 C(± 10) 9 C(± 2) 

鳩性 対 照 AF-2 NaN3 ENNG AF-2 9-AA 

濃 度
(μg/70レート） 0. 0 l o. 5 2 0. 1 80 

J[Jニー数 472 280 592 4 1 0 7 l 4 
I 7 ° vート 434 (4 4 3) 3 1 5 (308) 674 (6 5 1) 420 (428) 779 (7 5 1) 

424 (± 2 5) 329 C ± 2 5) 688 (±52) 453 (±23) 760 (± 3 3) 

湯性対 照 2-AA 2-AA 2-AA 2-AA 2-AA 

濃 度
＋ (μg/70レート） 1 2 l 0 0 5 2 

J D.:. —数 560 304 696 2 1 7 1 1 1 
I 7.レート 7 l 5 C 606) 337 C 3 l 8) 722 (692) 234 (2 2 4) l 3 l (1 3 1) 

542 (± 9 5) 3 l 2 (± l 7) 658 (± 3 2) 2 2 l (± 9) l 5 0 (±2 0) 

（備考） C:沈殿物が認められた． （ 平均値）
（土標準 偏差）

AF-2 : 2-(2ープリ/[.,)-3-(5ーニト□-2 -7 1) /[.,) 7りリル7ミト., NaN3 : 了ツ＇ィヒナトリりム，

ENNG : N-1f1!i-N'-こ卜 o-N—こ卜 n‘) ク． 7.:. ツ＊ソ， 9-AA : 9-7ミ］ 7クリ・） 9 、ノ， 2-AA : 2-7ミ／ 7ソトうセン
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図 l （本試験 1)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ペンゾフェノン No. 4L428 

量ー反応曲線 (TAl  O 0) 
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図 2 （本試験 1)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ベンゾフェノン
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図 3 （本試験 I)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ペンゾフェノン No. 4L428 
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図 4 （本試験 1)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ペンゾフェノン
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図 5 （本試験 1)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ベンゾフェノン No. 4L428 

量ー反応曲線 (TA1537)  

（コロニー数／プレート）
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図 6 （本試験 2)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ベンゾフェノン No. 4L428 
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図 7 （本試験 2)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ペンゾフェノン No. 4L428 

量ー反応曲線 (TA1535)  

（コロニー数／プレート）
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図 8 （本試験 2)

被験物質名： 2-ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ペンゾフェノン No. 4L428 

量ー反応曲 線 (WP 2 u V r A)  

（コロニー数／プレート）
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図 9 （本試験 2)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ベンゾフェノン No.・ 4L428 

量ー反応曲線 (T A  9 8)  
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図 1 0 （本試験 2)

被験物質名： 2 -ヒドロキシー 4ー（オクチルオキシ）ペンゾフェノン No. 4L428 

量ー反応曲線 (TA1537)  

（コロニー数／プレート）
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